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交渉のポイント 

✔駅派出の業務は経験がモノをいう仕事であり、 

役割は本施策で変わらない。 

✔駅派出業務が優先であり手待ち時間を活用して 

計画業務を行なっていく。 

✔計画科の超勤実態は東京総合車両センター全体平均から見ると上回る傾向

にあり労働時間管理については会社として見ていく。 

✔居流しの時間帯は会社の指揮命令下にないため労働の強制はない。 

✔１０月１日時点で技術科と企画科の一部の社員に駅派出の業務も担

ってもらう。 

✔配属のための教育の量と質はこれまでと同様であり、不足がないか社

員の声を掴むと共に、必要に応じてフォローもしっかり実施する。 

✔しばらくの間、派出経験者と計画科からの社員との組み合わせで体

制をつくって行く。 

交渉ダイジェスト 
９月３０日開催 東地申第９号 

「駅派出検査体制等の見直し」    

についての申し入れ 

東京総合車両センター品川派出所 

１０月１日体制見直し！ 

詳細は、後日発行の 「TOKYO MAIL NEWS」 をご参照ください！ 

駅派出の安全と働きがいを実感できる労働環境と車両

検修業務の質的な維持・向上を求めた団体交渉です。 

https://qr.quel.jp/om/8ipqvi

